
知識・技能
臨書を通して字形や線質の表し方、点画の特徴・全体の構成を理解し、それを表現するための用筆・運

筆の技法を身につけている。

思考・判断・表現
鑑賞を通してそれぞれの古典の書風とそれを形成する表現の要素を理解し表現するための用筆・運筆の

技法を習得しているか。またそれを生かした表現ができている。

古典の多彩な美を感じ取っているか。主体的に学習に

取り組む態度

古典の発展について時代背景や発生の必然性に関心を持ち、その美を味わおうとしている。

コ ー ス教 科 名 科 目 名 単 位 数 科 学 年

２　学習計画及び評価方法

芸 術 書 道 Ⅱ 2 普 通 2 普 通

１　学習の到達目標等

学習の到達目標
書道の創造的な諸活動を通して、書に関わる見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の

文字や書、書の伝統と文化と深く関わる資質・能力を育成することを目指す。

教科書・副教材 書Ⅱ（光村図書）

学期 月 学 習 内 容 考査・課題・提出物等

第

一

学

期

4
【篆書の学習（篆書の基本点画　臨書）】

泰山刻石の鑑賞と臨書　逆筆の用筆法の洗練・左右対称の均一な線

5
石鼓文の鑑賞と臨書　　　　　　　召尊の鑑賞と臨書

甲骨文の鑑賞と臨書

6
【篆刻の学習】

選文、草稿、印稿、布字、運刀、押印

7
【漢字の書の創作】

篆書の用筆法による創作

期末テスト

8

第

二

学

期

9
【隷書の学習（隷書の基本点画、臨書）】

曹全碑の鑑賞と創作　逆筆の用筆法の洗練・水平な横画・波磔

乙瑛碑の鑑賞と創作　逆筆の用筆法の洗練・水平な横画

10
【草書の学習（草書の基本点画、臨書）】

十七帖の鑑賞と創作

書譜の鑑賞と創作

11
【創作】漢字の書のまとめ　（書き初め）

篆書、隷書、草書、行書、楷書の創作

12
【創作】漢字の書のまとめ　（書き初め）

篆書、隷書、草書、行書、楷書の創作

期末テスト

４．学習状況の評価方法

定期試験や授業・課題への取り組みに基づき，知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度の各観点

を考慮し，総合的に評価する。

５．担当者からのメッセージ

「書道の楽しさ」をみなさんと一緒に感じることができるような授業を心がけていきます。みなさんも協力してください。単位を取

るためだけでなく、毎日の生活に生かせる「書道」をみなさんが身につけてくれることを希望しています。文字を通して楽しく自己

表現していきましょう。

第

三

学

期

1
【仮名の書の学習（仮名の基本用筆と臨書）】・・・書道Ⅰの復習

仮名の用筆と基本的筆遣い　いろは歌　連綿

2
高野切第一種の鑑賞と創作　単体・連綿・変体仮名・抑揚

関戸本古今和歌集の鑑賞と創作　単体・連綿・変体仮名・抑揚

3 寸松庵色紙の鑑賞と創作　単体・連綿・変体仮名・散らし書き 学年末テスト

３．評価の観点


